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保健福祉センター

ゆうあいパル（温泉施設）

天然温泉やプールを備えて

いた地域福祉の建物

パルプラスオン

温浴中心だった施設にスポーツクラブや芝生の

広場を加えたことで、利用者が増加。幅広い年

代に 利用されるにようなりました。

2017年4月OPEN

幅広い年代が利用する大きなコミュニティ拠点を創出

からOPEN前 年間来場者9万人

年間売上約3,000万円以上

約13万人

クラブ在籍

500名
補助金なし

黒字経営

7名の雇用を

創出、育成

地方創生×鳥取県伯耆町

鳥取県伯耆町は、公共施設を有効活用し、町民の健康増進につながる施設を開業しました。開業から運営まで伯耆町、

社会福祉協議会と連携しながら支援を行なっています。

○鳥取県 伯耆町 2019年6月1日現在

【面積】139.4K㎡ 【人口】10,933人

【高齢化率】36.9％(全国平均27.7%)
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スタジオイベント ゴルフイベント 懇親会

脳活性化プログラム 会員同士の結婚 こどもの運動教室

ランニングイベント 婚活 公民館教室

子どもの遊び教室 食改善イベント
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親子ヨガ

プロ選手による

運動教室

高齢者運動

地域の健康課題を解決するために地方自治体とともに活動
(総務省地域活性化起業人制度を活用)
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人と繋がるコミュニティスペース、

安心してトレーニングできる環境

誰もが利用できるカフェと心身の健康

に有効なカラオケを設置。日常生活の

体力維持・向上・機能改善を目的とし

たマシンやツールを用意しています。

2019年9月OPEN

就労、運動、娯楽で、住民の生きがいの場を創出

伯耆町役場溝口分庁舎

平成17年の合併により

10年以上未使用だった

議場や議会事務局

みぞくちテラソ

住民への調査をもとに、シニア層の習慣的な健康

生活を目的とした拠点づくりを目指し、３つの

場づくりを行いました。

日々の生活に潤いをもたらし

生涯活躍の元気な地域を目指す

就労 運動 コミュニティ

シニアの為の就労スペース

働くことでの社会との繋がり、

指先を使う軽作業を行うこと

での脳の活性化、頑張った分だけ

収入に上乗せができます。

○対象年齢 65歳以上 ※就労

○展開方法 内職

○仕事内容 縫製関係

襟キーパー組み立て

ゴム紐結び、など

電子部品の組み立て

○協力企業 町内外企業

地方創生×鳥取県伯耆町
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北海道小清水町では、いつも利用しているものをもしものときに役立てるフェーズフリーの概念を取り入れた、

防災拠点型複合庁舎の建設基本構想を策定しました。様々な企業や団体のノウハウを結集し、庁舎を起点とした

にぎわいの創出を目指しています。

地方創生×北海道小清水町

防災拠点型複合庁舎 未来につながるまちづくりに関する包括連携協定

令和2年度 地方スポーツ振興補助金

「スポーツによる地域活性化推進事業(運動・スポーツ習慣化促進事業)」

高齢者を対象にした具体的な4つの取り組み

「個別運動カルテ」をもとにした「オンライン運動プログラム」の設計

「オンライン運動プログラム」の提供（3ヵ月オンライン型）

「医療機関と連携した運動実践講習会」の開催（全3回集合型）

「運動・スポーツ健康相談」機能の開設

令和5年開業に向けて住民の健康リテラシーを高める事業を継続的に実施
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人材を派遣している自治体

小清水町

浜頓別町

伊達市

九戸村

雫石町

伯耆町

那智勝浦町

福山市

川﨑町湯前町

都農町

鮫川村

嬬恋村 笠間市

都留市

地域資源や関係施策等を連携させ、子どもから高齢者までの

多くの住民の皆様が主体的に健康づくりに取り組み、安心して

住み続けられる、そんなまちづくりをするためには、

地域に入り込み、地域の方と一緒に取り組む必要があると考えて

います。

●…地域活性化起業人制度を活用した人材派遣

派遣による利点

• 健康領域における専門人材による地域課題の解決
• 提供サービスまたは住民のQOLの向上

受入自治体

派遣社員

派遣元企業

• 地方における健康づくり事業の実践経験の獲得
• 自治体文化の体験

• 「健康」をキーワードとしたまちづくり事業の探索
• 中山間地域におけるスポーツ参加人口の増加

美里町


